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NY マーケットレポート（2015 年 6 月 4 日) 
NY市場では、序盤に発表された米新規失業保険申請件数が 3週間ぶりに減少したことを受けて、週末の米雇用統計が年内の利上げ計画

を後押しする内容になるとの期待感が広がったことから、ドルは主要通貨に対して堅調な動きとなった。その後、 IMF が年次審査報告で、米

国の利上げは来年前半にすべきと提言したことを受けて、ドルは一時軟調な動きとなる場面もあったが、下げは限定的となり、その後も一段

の上昇となった。しかし、午後には米長期債利回りの低下が意識されたことや、雇用統計を控えて様子見ムードが強まったことから、上値の

重い動きが続いた。一方、ギリシャは、5日に IMFへの支払期限があるものの、まとめて 6月末に実施することを要請したことや、ギリシャ財

務省が債権者の救済案を拒否するとの報道を受けて、ユーロは主要通貨に対して軟調な展開が続いた。  

 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 

21：00 

ドル/円 124.05  ユーロ/円 140.53  ユーロ/ドル 1.1328 

 

21：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 
 

英 FT100 6868.20 -82.26 
ダウ 

先物ミニ 
18021 -75 

 

 

仏 CAC40 4955.21 -78.96 
S&P 

500 ミニ 
2106.25 -9.75 

 

 

独 DAX 11272.05 -147.57 
NASDAQ 

100 ミニ 
4497.00 -30.50 

 

 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

新規失業保険申請件数 27.6 万件（予想 27.8 万件・前回 28.4 万件） 

前回発表の 28.2 万件から 28.4 万件に修正 

 

失業保険継続受給者数 219.6 万人（予想 220.7 万人・前回 222.6 万人） 

前回発表の 222.2 万人から 222.6 万人に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

経済指標データ 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

       申請件数・・・前週比・・4 週移動平均・・受給者数・・受給者比率 

15/05/30・・・276,000・・・ -8,000・・・274,750・・・・＊＊＊＊・・・・＊＊＊ 

15/05/23・・・284,000・・・ +9,000・・・272,000・・・・2,196,000・・・・1.6％ 

15/05/16・・・275,000・・・+11,000・・・266,500・・・・2,226,000・・・・1.7％ 

15/05/09・・・264,000・・・ -1,000・・・271,750・・・・2,212,000・・・・1.6％ 

15/05/02・・・265,000・・・ +3,000・・・279,500・・・・2,223,000・・・・1.7％ 

15/04/25・・・262,000・・・-34,000・・・283,750・・・・2,229,000・・・・1.7％ 

15/04/18・・・296,000・・・ +1,000・・・285,000・・・・2,256,000・・・・1.7％ 

15/04/11・・・295,000・・・+13,000・・・283,000・・・・2,327,000・・・・1.7％ 

15/04/04・・・282,000・・・+15,000・・・282,500・・・・2,275,000・・・・1.7％ 

15/03/28・・・267,000・・・-21,000・・・285,250・・・・2,308,000・・・・1.7％ 

15/03/21・・・288,000・・・ -5,000・・・300,250・・・・2,327,000・・・・1.7％ 

15/03/14・・・293,000・・・    0・・・305,250・・・・2,413,000・・・・1.8％ 

15/03/07・・・293,000・・・-34,000・・・302,500・・・・2,399,000・・・・1.8％ 

受給者数は集計が 1 週間遅れる 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

1Q 米非農業部門労働生産性（前期比年率） -3.1％（予想 -2.9%・前回 -1.9%） 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

経済指標データ 

≪非農業部門労働生産性指数 ≫ 

             1-3 確定・1-3 改定・・10-12・・・7-9・・・4-6・・・ 1-3 

非農業部門労働生産性指数・・-3.1・・-1.9・・・-2.1・・・ 3.9・・・ 2.9・・・ -4.7 

生産・・・・・・・・・・・・-1.6・・-0.2・・・ 2.6・・・ 6.3・・・ 5.5・・・ -2.4 

労働総投入量・・・・・・・・ 1.6・・ 1.7・・・ 4.9・・・ 2.4・・・ 2.5・・・  2.4 

時間あたり給与・・・・・・・ 3.3・・ 3.1・・・ 3.4・・・ 2.8・・・-0.9・・・  6.3 

実質給与・・・・・・・・・・ 6.5・・ 6.2・・・ 4.2・・・ 1.7・・・-3.3・・・  4.2 

単位あたり労働コスト・・・・ 6.7・・ 5.0・・・ 5.6・・・-1.0・・・-3.7・・・ 11.5 

単位あたり非労働コスト・・・-8.6・・-6.6・・・-7.5・・・ 5.3・・・10.0・・・-11.7 

価格指数・・・・・・・・・・-0.1・・-0.1・・・-0.3・・・ 1.7・・・ 2.0・・・  0.8 

  （前期比、年率％） 

 

 
(出所：ネットダニア) 
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22：30 

IMF 報告 

 

・「今年の米成長予測を 2.5％に引き下げ、従来予測 3.1％」 

・「ドルはやや過大評価、米成長と雇用を抑制」 

・「FOMC は 2016 年前半まで初回利上げ先送りを」 

 

 
(出所：ネットダニア) 

 

 

22：34 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17995.90 -80.37 

ナスダック 5076.35 -22.88 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

 

22：50 

≪ 要人発言 ≫ 

IMF 専務理事 

 

・「米当局の 2％インフレ目標、2017 年中頃まで達成へ」 

・「FOMC は緩やかなペースでの利上げを」 

・「強いドルは低インフレの諸国に恩恵」 

・「ギリシャ返済一括案は検討されていない」 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

5 月カナダ Ivey 購買部協会指数 62.3（予想 55.0・前回 58.2） 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ネットダニア) 

 

 

23：30 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、利益確定などの売りが出る一方、米国の失業保険申請件数が市場予想を下回ったことで雇用情

勢の改善を好感した買いが入るなど、序盤からもみ合いの展開が続いている。 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）米失業保険申請件数は、市場予想の 27.9 万件をやや下回る+0.8 万件の 27.6 万件となり、3 週間ぶりに減少し

た。申請件数の 4 週移動平均は、前週比+2750 件の 27 万 4750 件。また、集計が 1 週遅れる失業保険継続受給者数は、

前週比-3３万人の 219.6 万人となり、2 週間ぶりに減少し、2000 年 11 月 11 日までの週以来の低水準となった。受



                                                     
 

7 
 

給者数の 4 週移動平均は、前週比-8250 人の 221 万 4250 人となり、2000 年 11 月 25 日までの週以来の低水準となっ

た。受給者比率は、前週比 0.1 ポイント低下の 1.6％となった。   

 

 

（2）2015 年 1-3 月期の米非農業部門の労働生産性の確定値は、年率換算で前期比-3.1％となり、速報値から低下率

が 1.2 ポイント拡大した。そして、2 四半期連続で低下となり、2014 年 1-3 月期以来 1 年ぶりの大きな低下率とな

った。 

 

 ①労働時間が伸びる一方で生産が減少して生産性を押し下げる結果となった。賃金の指標である単位労働コスト

は、前期比+6.7％となり、市場予想の+5.9％を上回った。 

 

 ②労働生産性の内訳は、前期比で生産が-1.6％、年同期比で+3.2％。労働時間は前期比+1.6％、前年同期比で+2.8%

となった。時間当たりの労働報酬は、名目ベースで前期比+3.3％、前年同期比で+2.1％。物価動向を考慮した実質

ベースは前期比+6.5％、前年同期比では+2.2％となった。 

 

 ③製造業の生産性は、前期比-1.0％となり、2011 年 10-12 月期以来の大きな下落となった。労働時間が-0.1％、

生産は-1.1％となった。前年同期比の生産性は+1.5％、生産が+3.8％、労働時間は+2.3％となった。   

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6859.24 -91.22 

仏 CAC40 4987.13 -47.04 

独 DAX 11340.60 -79.02 

ストック欧州 600指数 392.65 -3.28 

ユーロファースト 300指数 1557.25 -13.51 

スペイン IBEX35指数 11146.10 -121.50 

イタリア FTSE MIB 指数 23336.50 -272.33 

南ア アフリカ全株指数 51323.68 -526.99  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、ギリシャ支援協議をめぐる先行き不透明感で買いが手控えられ、主要株価は軟調な動きとなった。

独 DAX は、ドイツ国債の価格やユーロの動きをにらみながら神経質な動きが続いた。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17952.76（-123.51）、S&P500 2099.55（-14.52） ナスダック 5076.00（-23.23） 

 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、前日に欧州諸国の国債につれて大幅下落したことで値頃感が出て、買い戻しが先

行した。IMF が米国経済に関する年次審査報告で利上げは来年前半にすべきと提言したことも、支援材料となった。

ただ、米失業保険申請件数が市場予想より良い内容だったことから、売りが出る場面もあった。  

 

午前の利回りは、30 年債が 3.05％（前日 3.10％）、10 年債が 2.32％（2.36％）、7 年債が 2.07％（2.10％）、5

年債が 1.66％（1.68％）、3 年債が 1.03％（1.04％）、2 年債が 0.66％（0.67％）。 

 

 

1：10 

≪ 要人発言 ≫ 

タルーロ FRB 理事 

 

・「米回復はかなり失速している」 

・「第 1 四半期減速が一過性かどうか問題」 

・「米経済は、幾分か勢いが失われた」 

・「第 1 四半期減速は季節要因だけではない」 

・「ある程度のボラティリティ上昇は不可避」 

 

 

2：00 

ギリシャが IMF への支払いをまとめて 6 月末に実施を要請～関係者 

 

 

2：45 

ギリシャ財務省は、債権者の救済案を拒否する。 
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(出所：ネットダニア) 

 

 

3：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

メキシコ政策金利発表 3.00％（予想 3.00%・前回 3.00%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

3：40 

NY 金は、中心限月が前日比 9.70 ドル安の 1 オンス＝1175.20 取引を終了した。 

 

 

4：25 

NY 原油は、中心限月が前日比 1.64 ドル安の 1 バレル＝58.00 ドルで取引を終了した。 
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主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1175.20 -9.70 

NY 原油 58.00 -1.64 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪ NY 金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、米失業保険申請件数が市場予想よりも少なかったことから米 FRB が近く利上げに踏み切るとの観測が広

がり、金を売る動きが加速した。また、ギリシャ金融支援をめぐる協議が進展しているとの見方も、圧迫材料とな

った。終値ベースでは、5 月上旬以来約 1 ヵ月ぶりの安値水準となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、 OPEC（石油輸出国機構）が 5 日の総会で減産を見送るとの見方から、世界的な供給過剰が当面続くと

の懸念から売りが優勢となった。   
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(出所：ブルームバーグ) 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17905.58 -170.69 180.87.15 17876.95 

S&P500種 2095.84 -18.23 2112.89 2093.23 

ナスダック 5059.13 -40.11 5101.11 5046.29 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、利益確定などの売りが出る一方、米国の失業保険申請件数が市場予想を下回ったことで雇用情勢の

改善を好感した買いが入るなど、序盤は売り買い交錯するもみ合いの展開が続いた。その後は、終盤まで軟調な展

開が続いた。ダウ平均株価は、序盤はもみ合いの展開が続いたものの、終盤にかけて一段の下落となり、一時前日

比で 199 ドル安まで下げる動きとなった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

主要通貨 NY終値 NY高値 NY安値 

USD/JPY 124.35  124.69  124.05  

EUR/JPY 139.80  140.91  139.63  

GBP/JPY 191.09  191.70  190.90  

AUD/JPY 95.55  96.17  95.42  

NZD/JPY 88.63  88.89  88.40  

EUR/USD 1.1244  1.1331  1.1224  

AUD/USD 0.7684  0.7752  0.7664  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤に発表された米雇用関連の経済指標が、予想より良い内容となったことから、週末の雇用統

計に対する期待感が高まり、ドルが主要通貨に対して堅調な動きとなった。一方、ユーロは、ギリシャ支援に関す

る協議が難航するとの見方から上値の重い展開が続いた。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 
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